
スポーツメディカルラリー（SMR）
スポーツ現場での救護対応⼒を⾼めるシミュレーション形式の⼤会
リアルな模擬環境により、傷病者対応だけでなく競技特性の理解や環境のマ
ネジメント、連携⼒も必要となる

【⽬的】
知識（知っている）→ 考える → 実⾏⼒（できる）へのステップアップ

デブリーフィング
・コンストラクティブフィードバック
・気づき
・軌道修正

PDCAサイクルによる成⻑

SMRへの関わり⽅（すべてが学習プロセス）
⾒学︓観て学ぶ
ボランティア︓⽀えて学ぶ
プレイヤー︓実践して学ぶ

スポーツ現場を模した複数のシナリオブース
・熱中症
・頭頚部外傷

・⼼停⽌
・アレルギー症状

・パラスポーツ
・⼦ども、観客例

実践
・現場対応
・想定外
・マネジメント

・判断
・チーム連携
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新たなネットワーク創出スポーツ現場での対応⼒向上と安全体制構築

マネージャー
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